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村上哲彦氏の博士論文審査申請に基づいて,同 氏の学位論文 「テキスタイルセンサー
の検知圧力に関する研究」について審査を行った。学位申請論文を審査委員全員で検討
し,平成28年2月 日日に公聴会を行 うと同時に,審査委員会を開催 し,同氏の学位申謂
論文に関する審査を行った.同 氏の学位申請論文の基礎となった論文は,レ フェリー制
度の確立した学術雑誌へ掲載論文あるいは掲載決定論文が2編{す べて筆頭著者}で あ
る.従 って,学 位申請基準を端たしている。
本論文は,平 二重袋織物の上層部と下層部に導電糸を配置 し,織物の圧縮特性を利用
して圧力を検知できるテキスタィルセンサー(以 下,セ ンサー と称する}にっいて,セ
ンサーの検知する圧力 〔検知圧力)の応答特性,耐 久性などの特性,織 物規格とセンサ
ーの特性 との関係を明らかにすることを目的としてお り,7章 で構成される.
第1章 では,本研究の目的や背景,既 往の研究,本 論文の構成について述べている。
第2章 では,セ ンサーの応答性について述べている。今回作製 したセンサーの検知圧
力応答性は,加圧時と除圧時いずれも0.4即以 ドであり,感圧スイッチに適 しているこ
と,繰 り返 し荷重の検知可能な周波数領城が301肱以下であること,を明らかにした。
第3章 では,セ ンサ・一の動的圧縮耐久性にっいて述べている。最大20kPaの動的庄縮
痔力を付加 したとき,繰 り返し圧縮回数が100万回以下であれば,動 的圧縮圧力付加に
よる検知圧力の変化が少ないこと,な どを明らかにした。
第4章 では,セ ンサーの静的庄縮耐久性にづいて述べている」静的圧縮を長時間かけ
ると検知圧力は減少すること,20kP呂の圧縮圧力を20日間付加 した後のセンサーの検
知圧力は圧縮圧力を付加する前の約85%にとどまること,な どを明らかにした。
第5章 では,セ ンサーの導電糸の配置と検知圧力との関係について述べている。よこ
糸の導電糸を袋の中央部近傍に配置すると検知圧力が減少すること,導電糸の本数を増
やすことで,検 知圧力は減少するが,ぱ らつきは抑制できること,を明らかにした。
第6章 では,セ ンサーのよこ糸と検知圧力との関係について述べている。センサーの
よこ糸の種類を変えることで検知圧力が制御できること,セ ンサーの袋の長さを長くす
るとセンサー圧縮時のよこ糸変形の影響が小 さくなうこと,な どを明らかにした。
第7章 では,本 論文のまとめ,今 後の課題や展望について述べている、
以 ヒ,村上哲彦氏の学位申請論文は,そ の内容について学術的価値があり,また記述
及び剰窃チェック結果も問題がないので,博 士の学位に相当すると判断できる,ま た繊
維先端工学講座の学位申請基準も充足 している。
以上の結果を総合 して,博十論文審査は 「合格」と判断する。
